


帰真園のモミジ

　～おなじみのモミジ～
　①イロハモミジ
　　葉のわかれた部分の数を
　　イロハニホヘトと数えた　

　　のが由来といわれている。

～大きな手みたいな形～
②オオイタヤメイゲツ
　板屋根のように雨宿りできる　

　くらい枝葉が密で、丸い葉を　

　明月（満月のこと）に例えたと　

　いわれている。

～テングのうちわに見える～
③エンコウカエデ
　猿の手の甲に似ているからこの

　名前がついたといわれている。　

　別名イタヤカエデと呼ばれる。

～幹があの野菜に見える？～
④ウリハダカエデ
　ふっくらした葉は切れ込みのない  

     葉も存在する。木の幹はまるで       

     ウリみたいにたてじまで緑色。

～3枚にわかれたモミジ～
⑤メグスリノキ
　3枚の小葉からなる葉。
　昔は幹を目薬の材料にして　
　いたといわれてる。

～葉脈がキレイに並ぶ～
⑥チドリノキ
　よく似た葉を持つ木とのみわけ

　方は葉のつき方が対生である　

　ところ。チドリという鳥の足に種

　の形が似ているのが由来。
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帰真園モミジさがしマップ

②

③

⑥

⑤

④

Ｂ：旧清水邸書院

⑥：エノキとシラカシの間

⑤：岩の上の

　ススキの間

③：玉川口入口手前

　A：ビジター
　　　　センター

①：書院玄関正面

          の辺り

④：階段分かれ道

　　　　　の辺り

①

C：万人席

②：飛び石の辺り

①

②

③

①鋸歯（ギザギザ）の形がいろいろ

②裂片（裂けた葉の部分）ができて手の形

③モミジの仲間は必ず対生（葉が対称的につく）
なかでご紹介

これって、モミジ？

　モミジの葉の特徴
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